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主はノアに仰せられた。「あなたとあなたの全家族とは、箱舟に入りなさい。あなたがこの時代にあって、わた

しの前に正しいのを、わたしが見たからである。あなたは、すべてのきよい動物の中から雄と雌、七つがいずつ、きよ

くない動物の中から雄と雌、一つがいずつ、また空の鳥の中からも雄と雌、七つがいずつを取りなさい…ノアの生涯の

六百年目の第二の月の十七日、その日に、巨大な大いなる水の源が、ことごとく張り裂け、天の水門が開かれた。そし

て、大雨は、四十日四十夜、地の上に降った…水は、いよいよ地の上に増し加わり、天の下にあるどの高い山々も、す

べておおわれた…こうして、主は地上のすべての生き物を、人をはじめ、動物、はうもの、空の鳥に至るまで消し去っ

た…ただノアと、彼といっしょに箱舟にいたものたちだけが残った。水は、百五十日間、地の上にふえ続けた。神は、

ノアと箱舟の中に彼といっしょにいたすべての家畜とを心に留めておられた。それで、神が地の上に風を吹き過ぎさせ

ると、水は引き始めた…ノアの生涯の第六百一年…第二の月の二十七日、地はかわききった…そこで、ノアは、息子た

ちや彼の妻や、息子たちの妻といっしょに外に出た。ノアは、主のために祭壇を築き、すべてのきよい家畜と、すべて

のきよい鳥のうちから幾つかを選び取って祭壇の上で全焼のいけにえをささげた。主は、そのなだめのかおりをかがれ、

主は心の中でこう仰せられた。「わたしは、決して再び人のゆえに、この地をのろうことはすまい。人の心の思い計る

ことは、初めから悪であるからだ。わたしは、決して再び、わたしがしたように、すべての生き物を打ち滅ぼすことは

すまい。地の続くかぎり、種蒔きと刈り入れ、寒さと暑さ、夏と冬、昼と夜とは、やむことはない。」 創世記7－8章 

ノアが箱舟造りに専念して百二十年経ち、箱舟がほぼ完成した頃、一番の長寿者だったノアの祖父、メト

シェラが九百六十九歳で亡くなりました。「彼の死はもたらす」という名に預言されていた通り、ついに神の裁き

のときが到来したのでした。「人の齢は、百二十年」という預言、メトシェラの死、そして、箱舟の完成という

三つのしるしは、紛れもなく洪水の到来を告げ知らせるものでした。ノア一家八人と動物たちが箱舟に入って七

日後に雨が降り始め四十日間降り続いただけでなく、それ以上に地の「巨大な大いなる水の源」が張り裂けたこ

とによって、一度に大量の水が猛烈な勢いで地表をおおい、箱舟は見る見るうちに地から浮かび上がり、百五十

日間の水かさの上昇によって、全地は完全に水没したのでした。外では大地がくつがえる大異変が起こっている

間、神ご自身が扉を閉めてくださった箱舟の中は、温暖な気候から突然寒気に包まれたことによって、おそらく

多くの動物が冬眠状態になり、平安そのものだったことでしょう。全世界が滅ぼされるという恐ろしい裁きのた

だ中で、箱舟の中の生き物はみな神の守りの御手の中に置かれ、すべて無事でした。他方で、洪水直前まで人類

と共存していた恐竜やマンモスなど温暖な気候の下で大きく成長した巨大な動物はすべて死に絶えたのです。 

聖書は、ノアの洪水が地方的、局所的なものではなく、世界的規模のものであったことを創世記以外の多

くの書でも裏づけ、主張していますが、この世がこの見解を取りたくない理由はたくさんあるようです。まず、

世界観の狭かった当時の人々にとっては、局所的な洪水も世界的規模に見えたに違いないという立場を採る人は

多いのですが、洪水は認めたとしても、この見解が必然的に伴うであろうそれ以上に多くの他の奇蹟を認めるこ

とができないという理由を挙げる人は多いようです。たとえば、疑問の中には次のようなのがあります。 

1．聖書が主張するように全地が水で覆われるには、莫大な量の水が必要である ２．そのように大量な水の増

加は太陽を回る地球の公転軌道や地球を回る月の軌道などに大変動を起こしたに違いない ３．洪水による海水

と真水の混合は海洋に棲息する魚の多くを滅ぼすことになるだろうし、仮に現在の海水にさらに十メートルが加

えられるだけで、もう水中の生き物はその重力に耐えられないであろう ４．ノアが地上のすべての動物を箱舟

に入れたとしたら、諸大陸に棲息していた動物は、どのようにして大陸から大陸へと移動したのか ５．気候の

違う全世界の動物の食物をどのようにして手に入れ、箱舟の中に運んだのか  

   これらの疑問に対して、聖書の記述から答えることができます。まず、1～3に関しては、洪水の前後に伴

われたに違いない地殻変動が地形を大きく変えたことを聖書は主張しています。洪水前は平坦であった地表が高

い山と深い谷で特徴づけられる今日の変化に富んだ地形になったのであり、今日大洋を覆っている水量があれば、

当時の山々を十分覆い隠すことができたのでした。また現代科学は、ノアの大洪水が、地球に隕石が落下したか、

あるいは接近による地軸の急激な変化によって生じた可能性があること、今日の「磁気学上の南北の磁極」と「地

理学上の南北極」が18度ずれている事実から地軸の移動は過去（推定7000BCE～1500BCEの間に）実際に起こ



 

フルダ･ミニストリー  平成２０年 ７月 月報 

                              

2        www.huldahministry.com 

ったこと、また、それによって海をひっくり返すような膨大な水の急激な移動が起こったことを認めています。

それまで温暖であったシベリア一帯は、地軸の変化で新しい北極に接近し、地を覆った水が一瞬のうちに氷結、

キンポウゲなどの草を食んでいた数え切れないほど多くのマンモスを氷漬けにしてしまったのでした。マンモス

のような巨大な動物を体内の細胞に結晶を形成させないで瞬時に凍結するには、少なくとも氷点下華氏百五十度

という条件下に置かれる必要があるとのことで、地質学上の『激変説』でしか説明できない天変地異が地上に起

こったことは否定できないのです。この地軸の変化は赤道の位置にも変化をもたらし、今日のアンデス山脈上は

かつての赤道で、塩水をたたえたアンデス山上のチチカカ湖近辺は熱帯性気候の港町だったのでした。したがっ

て、科学が証明しているように、ノアの時代の水かさの大きな要因が水の移動によるものであったとするなら、

海水が真水によって急激に薄められたと考える必要もないし、水中の生き物は水かさが増えても海面近くに浮上

し泳ぐことはできるわけで、水圧で押しつぶされるということはあり得ないのです。 

   4、5に関しては、大陸が今日の五大陸に分かれたのが、聖書が語っているようにノアの洪水以降、ペレグ

の時代の出来事であったとしたら、まだ陸続きだった一つの大陸の中を動物は自由に移動できたということにな

るのです。しかも、洪水前は、地球を取り巻いていた厚い雲、水蒸気の層によって地球は世界中どこでも温暖気

候であったと考えられるので、動物は片寄りなく棲息していたということになります。動物には津波、地震など

異常事態が起こることを前もって感知する予知能力があるようで、高台に向かって移動する習性があるので、ノ

アの洪水のときにも、ノアが箱舟を造った高台に自然に集まってきたことは十分考えられることです。実際、興

味深いことに、2004年 12月のスマトラ沖地震では、タイ南部の海岸にいた観光用の象が津波が襲来する直前に

外国人観光客を背に乗せたまま近くの丘に向けて疾走し、また鎖に繋がれていた象も鎖を引きちぎって逃げたこ

とが報告されたのでした。また野性動物が保護されていたヤラ国立公園でも、動物は危険を察知して事前に逃げ

ていたようで、動物の死骸は全く発見されなかったとのことです。 

   世界中の洪水神話の民間伝承は五百以上に上るそうですが、人間の悪が壊滅的大洪水という前代未聞の大

惨事を引き起こしたこと、神に選ばれた民が存在すること、船によって生存したこと、動物も救われたこと、救

われた者たちが山の頂上に置かれたことを伝えている点でその多くが共通しているほか、鳥が外に放たれたこと、

八人が救われたことなども語り継がれているのです。中国の漢字には創世記の十一章までの出来事が反映されて

いることが解明されていますが、たとえば、洪水に関わる漢字の構成部位の意味を分析すると聖書の記述を裏づ

けていることは明らかで、このことからも世界中の洪水の民間伝承が各地で局所的に起こった洪水に言及してい

るのではなく、世界的な一つの出来事への言及であることを裏づけているのです。人間史上最初の大きな舟、「船」

が八人の「口」（人を象徴）によって特徴づけられるものであること、「水」「氵」は古代、水平な流れではなく

垂直な流れとして「巛」のように書かれたようですが、ノアの洪水のとき初めて降った雨が天からの水であった

こと、地から泉のように水が噴出したことがこれらの漢字の部位には表わされており、「巨大な大いなる水の源

が、ことごとく張り裂け、天の水門が開かれた」という驚くべき恐ろしい体験がそのまま漢字に反映されたこと

が分かります。「一緒に」を表わす「共」には、地上（「一」）で八人の者が手を取り合って（「廾」）一つになっ

たという概念が反映されていますが、この漢字に偏「氵」をつけると、「洪水とか広大な」の意を表す漢字「洪」

が出来上がります。確かに八人の人々を巻き込んだノアの洪水は漢字創作の基になったように、世界的な大惨事

だったのです。「伝える、流れに続く、方針に従う」の意の「沿」は、漢字の古い形式では水の上に浮いている八

人の人として描かれており、出来事が大洪水を経て旧世界から新世界へと語り継がれたことを表しているのです。

また、一年と十七日間の箱舟生活を経て、ノアが新世界に降り立って最初にしたことは、祭壇を築き、神にいけ

にえをささげ、感謝することでした。神が儀礼的にきよい動物ときよい鳥だけは七つがいづつ箱舟に入れるよう

にと命じられたことは、洪水後のまだ何も生み出されない時期にいけにえをささげるための備えでした。いけに

えをささげる（日本語ではこの意味は薄れているようですが）の意の「祭」には、動物（「月」は肉の意）が洪水

後、再び（「又」）、神（「示」）にささげられた出来事が反映されているのです。また、「神」を構成している漢字

の偏の部分の「ネ」（あるいは、「示」）は、「宣言する、顕わす、示す」の意で、神がことばを発せられることに

よって天地を創造されたことを反映しています。この漢字のつくりの部分も、「申」で、「初めに、ことばがあっ

た。ことばは神とともにあった。ことばは神であった」とヨハネの福音書に記されているように、神は、ことば

を宣言される方であり、ことばその方であることが描写されているのです。 

   1845 年に古代アッシリヤの首都ニネベで発掘された洪水物語のアッシリヤ版の書板の破片が修復されて

1872 年、「ギルガメシュ叙事詩」が世に出たとき、聖書の洪水物語は、イスラエルの民がバビロン捕囚に置かれ

ていたとき、バビロンに伝えられ、そこから世界中に広められたとみなされたのですが、その後の研究で、洪水

伝承が大筋では内容が一致しているが細部では異なっていることから、今日では、聖書が主張しているように、

新世界の基がノアの三人の息子たち、三人三様に語られた情報源にあるとする見解に落ち着いているようです。

邪悪な者、汚れた大地が一掃された新天地にサタンはどのように挑むのでしょうか。来月号で考察しましょう。 


